地域対応施設の現状把握

コスト情報とストック情報の的確な把握

　行政コストを削減しながら公共施設のパフォーマンスを上げるためには、市の保有する公共施設を有効活用していくことが重要です。

　そのためには公共施設の現状を的確に把握し、コスト情報、ストック情報の両面から調査・分析を行う必要がある

　そこで、コスト情報からは、行政コスト計算書等を活用し、建物全体及びそこで行われている行政サービスが人件費や事業費を含め、全体でいくらかかっているか把握し、ストック情報からは、土地・建物の老朽化状況などの物理的な状況に加え、利用実態、運営実体も合わせて把握する。

　コスト情報、ストック情報の両面から公共施設及びそこで行われている行政サービスを把握することで事務事業の問題点や課題が改めて浮き彫りになり、これらをもとに事務事業の有効性の検証を行うとともに公共施設の有効活用の方向性を明らかにしている。

行政サービスにかかるコストと、行政サービスを行う財産（ストック）の両面から実体を把握し、施設の有効活用を行うことが求められている。
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· 両面から的確な実態把握をすることで、有効活用の目的達成のための分析・検討を行うことになる

1 同一コストで、よりよいサービスの提供を行う

2 サービスの質を落とすことなく、費用削減を行う

3 もう少し費用をかければ、より大きい便益（効果）を出せないか

4 事業効果をより公平・効率的に達成できないか

5 公共が自ら行うよりも、民間が行った方が良いサービスになるのではないか

